



























CO-520，Igepal）を用いた RM の比較を行った。 
 
[実験・結果] 
赤外吸収スペクトルの測定では FTIR を利用し，窒素雰囲気下で測定を行った。 


























 AOT をイソオクタンに溶かし，［AOT］= 70 mM のス
トック溶液を調製した。また，Igepal を n-ヘキサン/シク
ロヘキサン（1:1 w/w）混合溶媒に溶かし，［Igepal］= 0.1 
M のストック溶液を調製した。それぞれにモレキュラ
ーシーブ（4A）を加え，残留水の影響を最小限にした。
重水をストック溶液で希釈し，W0 = 10の AOT RM 溶液
及び W0 = 7の Igepal RM 溶液を調製した。 





















図 2 W0 = 10の AOTRM の定常吸収
スペクトル（上段）と異なるにおけ
るAスペクトル（下段）。 
図 3 Igepal RM（赤）と AOT RM（青）
との定常吸収スペクトル（上段）と
Aスペクトル（下段）の比較。 
